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　　　　　　　　　1緒　　言
　著者は第7報におV・て，成黙白鼠各臓器のPlas－
malogen含量を測定し，肝において最低値を示す
ことを確め，Plasmalogenは他の燐脂質特にレチ
チンとは異なり脂質代謝に直接関係しないと推定
した。
　そもそも肝は物質代謝に密接な関係を有する臓
器であり，從って脂質代謝に関してもまた特殊の
重要なる意義を有するものである。しかして燐，
クロロフォルム，四塩化炭素等の中毒により肝に
脂肪蓄積を來たす事実は脂質代謝の研究に屡々利
用されて來た。
　著者は脂質代謝過程に多大の障害を招來する所
のこれ等毒物を用v、て，白鼠に実験的中毒性脂肝
を発生させ，　その場合における各臓器Plasmalo－
gen含量が如何に：変化するものかを分析し，　Plas－
malogenの生機的意義並びにその代謝過程の究明
に資せんと試みた。
II実駿方法
（1）定量法：　脂質抽出液について
　Plasmalogen，燐脂質，中性脂肪を次の如き定量法を用
いて測定：した。
　i）Plasmalogen：　Pulfrich・・Stufen－photometer（島
津）を用い，第6報に記したる方法で測定した。
　ii）中性脂肪：　磁器アルコール肺エPテル榔ll液のア
セトン可溶画分についてBlix1）・（1937）の方法に從い，グ
リセロールを定量した。即ちアセトン可溶画分を蒸発乾固
後，これに沃化水素酸を加えCO2の氣流中で130℃に数
時聞保っ。発生せる沃化イソプロピルをブローム数滴加え
た酷酸ソPダ五和溶液に導き，ヨPドはブロームにより置
換酸化されて沃素酸と成り，過剰のブロームを蟻酸により
分解したる後，ヨ　’一ド法によって沃素酸量を測定しこれよ
・グ・・一・量・期す・・瀧に用い・斎N・L］　S…
】．O　ccはグリセロP・ル0．153mgに相当する。このグリセ
ロールを9．7倍して中性脂肪量を得る。
　iii）　燐脂質：　脂質抽出液を蒸発乾固後，　Fiske－Subba－
rOW2）法によって燐酸を定量した。即ち蒸発乾固せる粗燐
脂質を10N硫酸及び過酸化水素で完全に酸化して，有機
燐をすべて無機燐となし，アミノナフ1・　一ルスル7オン酸
を遷元剤として燐モリブデン酸を発色させ，他方無機燐標
準液を用意して，比色計により被槍液中O無機燐を測定す
る。この無機燐を25倍して燐脂質量とする。
　‘2）対照実験：　成熟自鼠3例について毎日0。5ccのオ
リーブ汕を3日問皮下注射し，4日目断頭後直ちに各臓器
1）　Blix，　G．：　Microehemica　acta，　1，　75　（1937）．2」　Fiske　＆　Subbarow　：　J．　Biol．　Chem．，　66，　375　（1925），
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を分析に供した。　そのうち2例についてはPlasmalogen
と同噂に燐脂質を測定し，また肝についてその中性脂肪量
を定：量した。
　（3）　クロロフォルム中毒実瞼：　市販のクロロフォルム
を蒸溜し，　これを25％オリーブ汕液と威し，成熟白鼠の
皮下に毎日0．5ccづっ4日間注射し，5H目断頭，各嚇器
を分析に供した。
　（4）黄燐中毒実験：　黄燐0．5％オリーブ油液を白鼠体
重100gにつき0．1　ccの割合で3日間皮下注射し，4日目
断頭，各騰器を分析に供した。
　（5）四塩化炭素中毒実瞼：　市販の四塩化炭素を蒸溜し，
これを20％オリーブ汕液となし，成熟白鼠皮下に毎HO．4
ccづっ3日掛連続注射し，4日目断頭，各臓器を分析に供
した。分析例4例rll　2例については各臓器毎にPlasmalo－
genと共に燐脂質量を測定し，なお圧Fについてそのr14性脂
肪量を定量した。
　（6）組織学的二陣：　実瞼に供した白鼠の肝はすべてそ
の1部を10％フォルマリン液にて固定したる後，Sudan
III及びHematoxylin－Eosin染色をほどこし，　これを鏡
見して脂肪沈若程度及び系IU胞構造の変化を卑した。
　　　　　　第2表
対照及び中毒性（四塩化炭素）脂肝時の
　　　　肝中性脂肪含：量
肝　重　量（9）
中性脂肪（9％）
中性脂肪総量（mg）
対
???
8．5
s．o
O．43
0．41
??
四塩化炭素中毒
8．7
10．6
1．70
1．76
148
186
　　　　　　　第3表
クmロフォールム中毒性脂肝における各臓器
　　　　　　Plasmalogen　　（体重1389）
繊 器
　　　　　　　III　実駿成績及び結果
　（1）肝の組織学的所見及び肝脂肪量＝　中毒；性脂肝にお
ける著しい組織学的変化はSudan　IIIによって染色され
る所の中性脂肪の出現である。この脂肪沈着は各例の中毒
性脂肝において，肝恕1胞の中心部或は周辺部にのみ限局さ
れることなく，すべて肝小葉全体に亘って一様に現われた。
また同時に肝細胞の退行変成も著明であって，細胞の膨大，
空胞形成及び細胞即死等が見られ’た。
　各中毒性脂肝における，肝の組織学的変化を比較すると，
第1表の如くである。表中（一［一），㈹は陽性変化の程度を現
わし，またe）はその陰性を示す。
　なお四塩化淡素中毒の場合の2例については肝中性脂肪
量を測定し，対照白鼠2例の肝中性｝i旨肪量と比較してこれ
を第箔衷とした。
　各毒物による組織学的変化を鏡見すると，黄燐が最も毒
　　　　　　　　　　第1表
　　　各r11毒性脂肝における組織学的所見の比較
．
????????????????
全
???
mg　％
057
6??3
??9?
1??1
04?
05
541
011
071
S11
総 量
11．8　mg
　2．7
　5．7
　2．1
　0．6
　2．7
　］．6
　5．7
131．0
164．0
　　　　第4表
対照動物各騰器Plasmalogen
臓　　器
実瞼甲子
分析番号
脂肪沈着
退行変rk　・
対　照
1
（一）
〈．）
?
??
3
（±〉
（一）
知、呈
???
黄　燐
5
（・F［D
CIf［一）
?）?
）
??? ?7
〈UI一）
（・lt　P，
四塩化炭素
8
（一FF）
（一1一［一）
9
（t十D
（刊）
?????－o
欠 ??
?????????
全
??
1（体重184g）
mg％ ??
???
　9．4
　1．2
　2．0
　1．S
　O，7
　2．3
　1．1
　8．3
85．0
112．0
2（体重1439）
mg％
510
132
135
130
120
25
???
? ???
3（体重156g）
mg％
520
125
120
100
140
21
???
??
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性強≦，．クロロフォルムは比較的弱く，四塩化炭素はその
中間に位する様iに思わtLk6
　第2表において，四塩化炭素中毒の場合，肝重量が対照
に較べて増加の傾向にある襟に思われ，軍た著しい相違は
その中性脂肪含量であって，四塩化炭素中毒性脂肝の中性
脂肪総量は対照の5倍以王の堰量を示した。
　働　クロロフ＊ルム中毒性脂肝：　クロロフxルム中毒
性脂肝の揚合の各臓器Plasmalogen　mg％及び総量は第
3表の如くである。同様に対照白鼠3例についてのPlas－
malogen　mg％及びその総量を第4表としたp
　これ等両者の表を比較すると，クロロフォルム中毒の場
合対照に比して，脳，心，脾及び肝において可成りの増量
が見られ，またその他の臓暑渤こおいてもやや増加の傾向を
示している。脾においてはクロロフォルム中毒の場合mg
％には著明な増加が見られたが，脾そのものに萎紺が認め
　　　　　　　　第5表
黄燐中毒性脂肝における各自器・Plasmalogen
臓　　器
????????
霊　　　早
耳　全　部
1（体重2059）
mg％ ?????
??
???
561
????
??3
?」4
40
34
51
76
145．0
184．0
2（f本＝重2109，
mg％
?16
01??
861
8??1
071
56
68
411
831
89
???
10，7
ユ．7
．p，．o
？．7
1．0
11．2
1．1
2．3
162．0
205．0
3（体重1269）
mg％
865
279
22ぎ
201
255
21
102
170
170
ユ07
???
13．3
1．6
1．8
2．4
1．3－
1．6
L3
6．8
られ，その結果Plasmalogen総量は並常値を示した。
　しか．して減量郡のPlasmaloge喚総量を求めた場合，個
々の臓器含量の増加が認められるに反して，それほど著明
な増量は発見されなかった。それ故クロロフォルム中毒性
脂肝の場含めPlasmalogen量はやや増加の傾向を示すと
考えることが魑当の襟に思われる。
　C3）黄燐中毒性脂肝二　黄燐中毒性脂肝における各臓器
Plasmalogen　mg％及び総量は第5表の如くである。これ
を対照動物Plasmalogen含量と比較すると，脳，心，肝
においてmg％及び臓器総量共に増加が著しい様に，思わ
れるがそのうち3において，肝は正常値を示している。脾
のPlasmalogen含量は3例共可成りの変動を示した。
　（4）四塩化炭素巾毒性脂肝；　四塩化炭素中毒性脂肝に
おける各騰器のPlasmalogen　mg％及び総量は第6表の
如くである。また第7表において分析例3及び4の各臓器
燐脂質量を測定し，これを対照動物繊器燐脂質量と比較し
た。Plasmalogenはこの場合も脳において多少の増加の
傾向が見られ，！及び2においてもまた幾分増量している。
しかし乍ら，3，4では脳だけが多少の増加を示すだけでそ
　　　　　　　第7表
四塩化淡素中毒時の各州器燐脂質含：量と対
　　　照動物各臓器含：量との比較
105．0
130r．o
臓　　器
?????
対 照 四塩化炭素中毒
．9％Imぎ％ 　3mg％
5560
2296
2041
2740
£460
0025
??lS1
0091
5?????
037??
6410
1930
173一　0
1560
2687
　4
mg％
0????6
0??1??
0481
078﹈
???S?
第6表四塩化炭嚢中毒性脂肝における各臓器Plasmalogen
臓．
??????????? ???
全
、
??
1　　f体重　180g） 2　（体野ヒ1709）
mg％
5??8
58??
091
??61
302
07
501
48
??1??
4??1
総量mg
13．6
　1．S
　2．0
　3．1
　］．5
　6．0
　！5
　7．‘2
204．0
240．0
mgタ6
795
291
221
191
227
58
S9
111
80
総量mg
8??1
9?
33
????
0??
44
　9．S
97．7
136．0
3（体重ユ239） 4　（体重150g）
mg％
7．　1
110
119
57
66
22
櫨mg」mg％
12．6
0．6
1．2
0．8
0．5
ユ．8
720
115
ユ30
70
60
30
総量mg
11．5
0．8
1．5
1．O
O．2
5’．1
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の他の臓器は正常値の範囲内であった。就中3及び4の腎，
脾においては正常値以下の数櫨を示し，これは恐らく第7
表の腎燐脂質含量低下と関連して，四塩化炭素の毒力のた
めに腎組織が高度に障害され，細胞構造の破壊に件い，そ
の結果として，その構成分である燐脂質並びにP】asmalo－
genの減少を招來したるものではないかと考えられる。
　第7表の脳燐脂質含量もまた脳Plasmalogen含量と同
様，四塩化炭素中毒性脂肝の場合に，多少の増加の傾向を
示した。
IV総　　括
白鼠にク・ロフォルム，四塩化炭素，黄燐によ
る申毒性脂肝を発生させ，その場合の各・臓器Plas－
malogen量を測定した。
　＿般に各臓羅Plasmalogen含量及び総量は，肝
におV・て著明な組織学的変化が認められ，かっ四
塩化炭素中毒性脂肝におV・てその中性脂肪量は対
照に比して5倍量の増：加があるにも拘らす，それ
ぞれ了E常値かまたは多少の増量を示すにすぎなか
った。ただ脳については各中毒牲脂肝を通じて，
約50％の増加を示していることは興味ある結果
であった。
Summary
　　Fatty　livers　in　rats　were　induced　by　injecting　the　following　toxic　agents：，　chloroform，
phosphorus　and　carbon　tetrachloride．　After　repeating　the　injectiong．　for　three　days　the　animals
were　decapitated　and　their　tissues　were　used　to　determine　plasmalogen　content　using　method
reported　previously・
　　With　the　exception　of　the　brain，　the　plasmalogen　content　of　various　tissues　examined，　showed
no　difference　as　compared　to　tissues　of　normal　animals・
　　It　is　a　notable　fact，　however，　that　a　50％　increase　of　plasmalogen　was　observed　only　in　the
brain・
